
養蚕の自動飼育装置について
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　　麟の髄改善備々と勘ら峻劃・紬てもようやくその気運蠣厩獣よう嬬われ

る・麩1縷のnv“」R化はすで賄われつつあ砿鵬敵・機械化について蘇嵐作繊を脱

しない・当農雛撫て昨鞭よ膿靴試験を試みている緻縮難の縄と鮪法eapい

て紹介すると次のようであるc

　図鷹・て本羅は鵬ハゥろ鋤桑こ鰍・鮪枠鉱び鋤鎌脚4音匹よ嫉る。

鮪ハウスr”…’離辮織を中央に越・その左右聴翻醐・・ウス脳～磁齢させ

るさら襯灘大の際蹴縫2～瀬彬Uさせ繭繍桑蜘揃秋獅して糊する．

飼育枠……轍鮒で1穿鰹れ，琳倣き勲・圏×・・。cm灘・。cmremaem

に舛゜縦灘張り・底歌・・ヒ・ル蹄艶ト又はよし翫撚齢1騨轍動る。こ辮
御～6ケ騨状罐結する・こナ・を・・蝋・駅勧つけら・醸鍛の・一一・レ上c’、，轍爾、

つ左右．入れ’駐いに配遣すると飼育段は圧右｛3段冤となる。

勤力瀧き畿…’棘を・本継入する翻矧（繍）・，・t．約・・一ユ・α帳さに，丸鋸式

カッターによ・て切断され汰桑翫もぎ取・一ラーによ・て剰又は新㈱ζ条柵藤れ，

このかト幽よ礫部‘軟上げJX・・Xバケ・腰猷銅て鹸給織鯨・パー、Vζ送ら編。’

禰の調縦率一条楽ユ・e「n　k／鵜醐。

麟合轍……大きさユ8伽3で塒椒2。・×・。。筒蕊。。切によ。て支え
られ士下動が目由である。主要部にt伝導部（モーターユH．P，変速磯，クラッチ），ホヅパー

融ベルト調鰍働チーろ昇醸欝か猛・ている。飼育枠移綴数よ．て貨鰍

κ蠣されてし’欄酔繭員1から捌へ・醐から反珈・酬・鋤され詫畷目細勺蘭
桑される。運転者は一段り給桑が・終『毎に本体の上下動操作お・よぴ貨車状飼育枠の逆紙移勤クラ

ッチ酢を行う・そして該殉轍が終了した刷間機捌脚を・，す．本御・繍齢漏

立2，009r分1時間以内，（5骨盛蚕ユ画当，ユ人）。

配蚕…“…玲期よ蝋1戴化・・ウス嘲育潮蝋容するのであるが，、骸婦鋤

ユ2・°°°頭C撤6野分）酉瞳・5令臨醗行・て撒の6，・・噸（融呂衰。分）
とする。

繍跡…“…鎌再む燭煉・き灘よ・て鎌し聯鵡榮機のホ。’脳中繰を送

入欧阯げ又はバケ・ト式）する・灘モー・噛鰍し硬鰍縮枠を磯さ贈縄

纈慨鋤して・順鵡段の繰を行う．給細数はユ臼圃位鑓当。

除沙筋法“……鎚饒債・嫡ら購瀾Q・6×…切を劒、一、贈編そ
れを都て蚕沙鱒外鰹細す・蛉鯛κ・回，吟卿・・一・鮪う．騨に終了する。

Pt@7－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、



自然上旗の方法……：－k　ptの前日に除沙を徹（，早熟蚕t　Z’～2割）を拾い取り，給榮后スチ

ロール製（その他・高さ20em）の自然上殻器を蚕座上にのせ，約露O時間后に取り傷ずし，上藤

室に移す。残りの未登穫蚕を適寛拾いとる。登殻率は60～80％である。

本機械飼育の場合の経営試算
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年飼・
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ﾊ　　積

精　必
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シ艦妾
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ノ、ウス

ユ　棟
ユ80” 6〃 ユ⊂80” 舟。7　〃 3〃 2808〃 ユ685　” 1288　〃

＼ユ80” 8” ユ44Q〃 3．6　〃 3ρ 3ツ44” 畠246　〃 ユ288　〃

ハウス
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3雛09
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P0。8　”

ワ人

V”

8㈱4晦

??Q鴎〃

5つ54　〃

Uヴ39　”

2984〃

Q984〃

（註）　必要人貫の中約半分は手切りの場合の採桑労力であるので磯械刈淑磯の導入によってさら

　　　に省力できる。

　　収繭量は，・硝当り（ユ02）26k9としft　e

　　祖収入は繭k当り60Q円とした。

　　・所要i柴幽圃横は無間反当双粟蠣〔を2400kとみて換翼した。

　次に本磯の導入とその種営試算について表から考えると，繕営規模（榮園面横瀞よび掃立画蜘

を大鷺くする糧資本効率と↓人当労働生産性の高いことが明らかである・

　したがって機械導入については当然投下資不の償却，機械回転率を湾慮しなければならないの

で，栽楽お躍び飼育形式を改革して，新允な機誠化技術体系を確立しなければならない。

　すな｝ρち榮の面では楽園面横を拡大（2町歩以上の単位）し，栽培法を改善して榮葉の多双穫

方法を計り，飼育面では年間多圃脅（5～ユ0劇）の方式を樹立しなければ；驚らない。

　以上述べた如く桑園作畿飼育法，磁営形態’，三者が一貫し允機械化添系に確立されることに

ようて養蚕も近代化され．生産性は高慶に向上し得るであろう。
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